


















強調する理論によれば、A-B-C 系列では項目 B に関連し





































































































　Wike & King（1973）の研究の 10 年後に発表され
































て一連の研究を進めていた（eg., Burns, 1976, 1984; 
Burns,& Wiley,1984）。その一環として、Burns, Wiley, 
& Stephens（1986）は、サッカロースとペレットを報
酬とする系列学習に関する実験を行っている。彼らは、















遠隔連合の可能性を示していた。Capaldi et al. は、実






たことである。この結果から、Capaldi et al. は RNR
系列の第２試行の開始時にラットは，第２試行の N だ
けでなく、第３試行での R も予期するので，N のみが
検索される RNN 系列よりも速く走るという遠隔連合を
考えている。





RNR 系列と RNN 系列の第３試行における走行の差は大
きくなり、走行の分化が発達するのに対し，両系列の第
２試行の走行の差は逆に減少するという結果であった。
　Burns et al.（1986） の 実 験 １ で は、Capaldi et 
al.（1983）の実験１と同様に、RNR 系列と RNN 系列
が用いられた。Capaldi et al. では２つの系列間の間隔
（系列間間隔）が 20~30 分、系列内の試行間の間隔（試












系列内のすべての間隔が 10 分か 30 秒のいずれにおい
ても、RNN 系列よりも RNR 系列の第２試行で速く走り、
Capaldi et al.（1983）が指摘する項目間予期が得られ






　また、Burns et al. は、遂行が系列位置刺激に基づい
て説明されることは、 ハトを用いた Couvillon, Brandon, 







４．Burns の 系 列 位 置 学 習 研 究 の 展 開（1）：




かうことになる（eg., Burns & Sanders, 1987; Burns 
& Nesbitt, 1990; Burns, Goettl, & Burt, 1995）。その








Dunkman, & Detloff（1999）の研究である。 Burns et 
al.（1999）の研究は、項目間連合を主張する Capaldi 
& Miller（1988a）に対する反論として行われたの
で、まず Capaldi & Miller の実験を見ることにする。
Capaldi & Miller は、Capaldi et al.（1983）の実験で
















なる報酬を強化試行 R に用いた。そして、Capaldi et 
al.（1983）や Burns et al.（1986）の実験で用いた





ZNN 系列よりも XNY 系列の第２試行で速く走るとい
う Capaldi et al. と同様な結果が得られている。この結
果から、Capaldi & Miller は、ラットは第１試行が Z
であればそれは ZNN 系列であり、第１試行が X であれ
ば XNY 系列であることを弁別して走行しているとして、
項目間連合を強調している。




で ZNN 系列を与えられるという原訓練を 30 日間受け
た。なお、系列順序はランダムであり、系列順序からは
どちらの系列が行われているかは分からないようにされ
た。実験の結果、灰色走路で XNY 系列と ZNN 系列を
与えた Capaldi & Miller の報告と同様に、報酬結果に
一致した走行パターンが得られ、また ZNN 系列よりも
XNY 系列の第２試行での走行が速いことも示された。
　しかし、Burns et al.（1999）は、Capaldi & Miller
（1988a）とは異なり、30 日の原訓練後に転移を行っ







している。また、32 日目から 36 日目に白走路で XNY
系列、黒走路で ZNN 系列という原訓練を再び行った後、
37 日目に第 2 転移として白走路で ZNY 系列、黒走路
で XNN 系列というように両系列の第 1 試行の報酬種類
だけを変えた。しかし、原訓練で得られた走行パターン
が崩れることはなかった。さらに、Burns et al の実験 2
では、白走路で XNY 系列、黒走路で ZNN 系列という
実験 1 と同じ原訓練を 32 日間行った後、33 日目にすべ






化しているので、Burns et al. は、転移後の走行が位置
手がかりによって統制されていることを結論づけている。
  ここで、興味深いのは、Burns et al.（1999）の実験
2 と本論文の第２節で触れた Wike & King（1973）の
実験との類似である。Wike & King の実験では、報酬
強度の上昇系列群と減少系列群の両群共が訓練で確立さ
れた走行パターンを消去期でも維持していたことが得ら
れていた。Burns et al. の実験 2 における NNN 系列へ
の転移はまさに Wike & King が行った消去訓練と同じ
ものであり、一旦形成された走行パターンは転移によっ
ては崩れないこと、つまり位置学習の重要性が Burns 
et al. の約 25 年前に Wike & King の研究で示唆されて
いたことになる。
　
５．Burns の 系 列 位 置 学 習 研 究 の 展 開（2）：
Burns, Kinney, & Criddle（2000）
　すでに指摘したように、Burns et al.（1999）の研究
は、項目間連合を主張する Capaldi & Miller（1988a）
に対する反論として行われた。Burns et al.（1999）の
次に発表された重要な研究は Burns, Kinney, & Criddle
（2000）であるが、彼らの研究は報酬記憶による項目間
連合を示したCapaldi, Alptekin, Miller, & Birmingham
（1997）に対する反論として行われた色合いが強い。
　これまでに本論文で触れた研究では、RNR 系列と
RNN 系列（Capaldi et al., 1983; Burns et al., 1986）
や XNY 系列と ZNN 系列（Burns et al., 1986, 1999; 
; Capaldi & Miller, 1988a）のように、同じ試行数か
らなる 2 つの系列が用いられていた。2 つの系列内の各
試行数が同じである場合には、位置と項目間連合が混在
してしまう。そこで、Capaldi et al.（1997）は、位置












号になる。しかし、ある系列では第 2 試行が N 試行で
あり、別の系列では第３試行が N 試行であるというよ
うに、試行位置と報酬結果は一定ではない。もう１つの
群である位置適切群は、PPN 系列、PSN 系列、SSN 系列、
SPN 系列をランダムに受けた。この群では、どの系列
でも第３試行は N 試行であったが、P の後に P や S や
N がそれぞれ続くことがあり、項目間連合では報酬結
果は予測できない。訓練の結果、両群とも報酬が与えら
れる P 試行と S 試行では速く走っていたが、項目適切























を用いて、Burns et al.（1999）や Wike & King（1973）
が行ったのと同様な NNN 系列への転移が行われた。記
憶固定群は、最初の報酬種類が２番目の報酬種類を信号






系列、SSN 系列、PPN 系列、SPN 系列がランダムに与















　Burns et al.（2000）の実験 2 では、さらに NNN 系
列への転移だけでなく、SSS 系列や PPP 系列への転移
を調べている。実験 1 では NNN 系列の転移で第 3 試
行のみが遅いという結果が得られたが、第 3 試行は N
試行が 2 試行連続した後の試行であるので、第 3 試行
の遅い走行が消去結果を反映したものではないことを
確認するために実験 2 が行われた。38 日間の訓練では
SNP’ 系列と PNP’ 系列が与えられ（Ｓと S’ はそれぞれ
サッカロース４個と 8 個、Ｐと P’ はペレット 4 個と 8 個、

























　前節で検討した Capaldi et al.（1997）と Burns et 
al.（2000）の研究は、それぞれの立場を支持する結果
を報告している。しかし、両者が報告した結果の間に
は矛盾があることも確かである。Capaldi et al. の実験
１では、PSN 系列、SSN 系列、PPN 系列、SPN 系列
をランダムに与えられ、位置だけが手がかりであった
群は、訓練終了時まで N 試行である第 3 試行で遅く走
ることはなかった。これに対し、Burns et al. の実験１
















　そこで、Burns & Criddle（2001）は、ラットを 3
試行系列 SNP 系列で訓練し、訓練初期の 19 日目に














る。また、SNP 系列で N の記憶が P を予期するのであ
れば、NNN 系列への転移では３試行とも速い走行を生
じさせることが予測されるが、そのような結果は得られ












Harris, Kinney, & Wright（2004）である。彼らは実
験 1 において SNP 系列で安定した走行パターンが得ら
れるまでラットを訓練した。その結果、第 1 試行と第 3
試行開始までの時間が第 2 試行の開始までよりも平均
して 74 秒長いことが分かったので、系列は SNP のま
まで第 1 試行から第 2 試行開始までの時間を 74 秒とし
てさらに訓練を続けた。ラットが第 1 試行から 74 秒経
過したことを第 3 試行の弁別手がかりとして用いてい




NNN 系列に転移されたが、Burns & Criddle（2001）
と同様に NNN 系列への転移でも SPN 走行パターン
は維持され、位置学習の成立が確認されている。しか
し、第 1 試行と第 2 試行間の試行間間隔を 74 秒とし
て NNN 系列に転移した群では、SNP 走行パターンは
崩れ、第 2 試行での遅い走行は得られず、第 1 試行か
ら第 3 試行まで比較的速い走行が示された。この結果
は、SNP 系列で N の記憶が P 試行の信号となっている
という項目間連合から説明できる。NNN 系列では第 2






第 1 試行と第２試行間の試行間間隔を 74 秒に延長した
NNN 系列への転移では SNP 走行パターンが崩れるこ
とは、報酬記憶が時間とはリンクしていないという仮定
（Capaldi, Nawrocki, Miller, & Verry, 1986）に基づ
けば、項目間連合から説明することもできる。
　Burns et al.（2004）は、実験 2 で SNP 系列から
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NP 系列や SSNP 系列の転移というような試行数の異な
る系列への転移の影響を検討している。このような試
行数が異なる系列への転移はすでに Capaldi & Miller
（2001）が行っている。Capaldi & Miller は、項目と
位置の両者の学習が可能である PSN 系列で訓練した
ラットを SN 系列や PPSN 系列に転移している。その
結果、ラットは転移系列の N 試行に対する走行のみが
遅く、他の試行に対する走行は速かった。もしラットが
PSN 系列の位置のみを学習すれば、第 3 試行は訓練時
にはいつも無報酬であったので、転移での PPSN 系列
の S 試行に対する走行が遅くなったはずである。これ
らの結果から、Capaldi & Miller は、ラットは PSN 系
列において項目 S が項目 N を信号することを学習した
ことによって、SN 系列、PPSN 系列での N 項目に対す
る走行が遅くなったことを項目間連合の観点から説明し
ている。また、SN 系列、PSN 系列、PPSN 系列をラン
ダムに与えるという項目間連合による学習のみが可能な
群は、PSN 系列への転移でも N 試行での遅い走行を得
ており、項目間連合が示されている。
　 こ れ に 対 し、Burns et al.（2004） は、Capaldi & 




& Miller の実験では、同じラットに 1 日のテスト日です
べての転移系列を与えていたのに対し、異なるテスト系
列に転移する群を設けて比較した。具体的には、Burns 
et al. の実験 2 では、SNP 系列で訓練した後に SSNP 系
列に転移する群、NP 系列へ転移された群、そのまま
SNP 系列で訓練が続けられた統制群の 3 群が比較され
た。その結果、SNP 訓練では、これまでの多くの研究
（eg., Burns & Criddle, 2001; Capaldi & Miller, 2001）
と同様に速－遅－速という走行パターンが形成された。
SSNP 転移群では第 1 試行の走行が速かったが、S 試行




で、SSNP 転移系列において S 試行に後続する試行であ
る第 2 試行と第 3 試行で遅い走行を生じさせるという予
測が成り立つが、得られた結果はこの予測とは一致しな
い。しかし、SNP 系列で位置学習だけが生起していたの
であれば、SSNP 群の第３試行の走行は SNP 統制群の
第３走行と同様に速くなるはずであったが、第３試行の
走行は SSNP 群の方が遅く、位置学習に加えて S の記憶
が N の予期を引き出すという項目間連合も機能してい
たことを示している。また、NP 系列の第 2 試行 P は第
1 試行 N よりも遅かったことは位置学習を示しているが、
NP 系列の第 2 試行は SNP 統制群の第 2 試行 N よりも




























ンは維持されることが報告されているが（e.g, Burns & 
Criddle, 2001; Capaldi & Miller, 2001）、このような
結果を反応パターンという観点から説明することができ
るかについても検討する必要がある。
　Burns, Racey, & Ratliff（2008）は、系列学習におけ
る反応パターンの影響を詳しく研究しているが、その先

















標箱留置という手続きで検討している。Burns et al. は、
26 日間にわたる訓練で Burns et al.（2004）が用いた





















ように、1980 年代後半以降は Capadi と系列位置学
習を主張する Burns との対立へ対立構造は変化してき




































た Burns et al.（2008）の実験 2 である。彼らの実験では、
試行間間隔 20 秒、系列間間隔約 20 分で、RRN 系列、
RNN 系列、NRN 系列、NNN 系列のうちの 2 系列が毎
日ランダムに与えられた。この 4 系列は、第 3 試行は
常に N 試行であるが、第 1 試行と第 2 試行は N 試行と
なるか R 試行となるかの確率は共に 50％である。した
がって、ラットは項目間連合では第 3 試行の N を予測




て、RRNRNN 系列、NRNNNN 系列というように 1 つ
の 6 試行系列としてラットに提示した。その結果、２
つの系列を分ける時間的な分節手がかり（長い系列間間
隔）が除去されて、２つの 3 試行系列が１つの 6 試行





1991）や Yazawa & Fujita（1984）は、ラットの系列
学習では長い時間間隔が系列を分ける分節手がかりと
なることを報告している。また、Fountain, Henne, & 
Hulse（1984）は、時間的な分節手がかりが除去され
ると、チャンキングが崩れることを示している。これに





Burns の研究の流れを Capaldi の研究と比較しながら
検討してきた。1980 年代以降におけるラットの系列
学習研究は、位置学習以外にも、チャンキング（eg., 
Capaldi, Miller, Alptekin, & Barry, 1990; Cohen, 
Westlake, & Pepin, 2001）や計数（e.g., Burns et al., 
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